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広
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純
心
便
り 

 

 

善通寺 前田病院 

月 

 

2019 年 

第 142 号 

 

当院では、正面玄関や病棟に「ふれあいの

箱」というご意見箱を設置しておりますの

で、当院に対するご意見・ご要望等ござい

ましたらご遠慮なくお聞かせください。 

理事長 前田隆史 

 

 

 

今
月
の

一
言 

〔純
心
会
理
念
〕 

信
頼
さ
れ
る
医
療 

想
い
と
優
し
さ
の
伝
わ
る
ケ
ア 

私
た
ち
は
そ
れ
を
目
指
し
ま
す 

○
今
月
の
一
言

・
・
・
・
・
・
・
・
・
理
事
長 

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
ご
案
内 

○
過
活
動
膀
胱
に
つ
い
て 

○
旬
の
素
材
で
簡
単
料
理

・
・
・
・
・
・
給
食 

専
門
外
来 

消化器内科 前田純 河野寿明 糖尿病外来 鈴木一永 谷口洋 

消化器外科 鈴木康之 隈元謙介 泌尿器科 多田羅潔 

呼吸器外科 吉田千尋 小児科 濱田嘉徳 辻正子 

 

 

今
期
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
例
年
よ
り
約
１
ヶ
月

早
く 

 

月
中
旬
か
ら
各
地
で
流
行
し
て
お
り
ま

す
。
２
０
０
９
年
に
流
行
し
た
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
Ａ

型
が
主
流
で
す
。 

な
ぜ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
こ
ん
な
に
も
重
要
視
さ

れ
て
い
る
の
か
ご
存
知
で
す
か
？
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

重
症
化
し
や
す
く
、
呼
吸
器
・循
環
器
・腎
臓
な
ど

に
慢
性
疾
患
を
持
つ
方
は
肺
炎
等
の
重
篤
な
状
態

に
つ
な
が
り
ま
す
。
特
に
小
児
で
は
、
中
耳
炎
や
熱

性
け
い
れ
ん
、
さ
ら
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
に
な

自己負担金 1,000 円対象者（１人１回のみ） 

善通寺市に住民登録のある 

・65 歳以上の者 

・60 歳以上 65 歳未満の者であって、身体 

障害者手帳 1 級に該当する者 

（同市以外の方は住民登録のある保健課 

で予診票を取得し健康保険証と合わせて 

ご持参ください） 

自己負担金無料対象者 

・生活保護世帯 

・市民税非課税世帯 

その他の者 

・成人 4,200 円（1 回のみ） 

・同市内の子供――――1 回目 2,700 円 

                2 回目 2,700 円 

・同市以外の子供―――1 回目 4,200 円 

2 回目 3,200 円 

▶実施期間（休診日は除きます） 

R1 年 10 月 1 日～H2 年 3 月 31 日 

インフルエンザがピークを迎える前に 

早めに予防接種をしましょう。 

(※生後 6 ヶ月～15 歳まで)  
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る
と
、
知
能
障
害
や
て
ん
か
ん
等
の
重
大
な
神
経

症
状
の
後
遺
症
が
残
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
手
洗

い
、
う
が
い
、
マ
ス
ク
の
着
用
は
も
ち
ろ
ん
、
予
防
接

種
を
早
め
に
受
け
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
ら
な
い
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

 

令和 1 年 12 月 診療予定表 

（午前：9:00～12:00 午後：3:00～6:00）   ※年末年始は 12 月 30 日午後～1 月３日まで休診致します。 

日 曜日 
午前診 午後診 

糖尿病 当直 
内科・一診 内科・二診 内科・三診 小児科 内科・一診 内科・二診 内科・三診 

1 日 休 診（日直 穴田） 穴田 

2 月 前田純 前田隆 吉田 濱田 前田純 多田羅     竹﨑 

3 火 前田純 河野 佐尾山 辻 佐尾山 河野     河野 

4 水 岸 多田羅 佐尾山 濱田 岸       多田羅 

5 木 佐尾山 多田羅   辻 佐尾山   隈元   山田 

6 金 前田隆 多田羅   辻 佐尾山     鈴木一 藤原 

7 土 前田純 鈴木康   濱田 前田純     谷口 穴田 

8 日 休 診（日直 穴田） 穴田 

9 月 前田純 前田隆 吉田 濱田 前田純 多田羅     竹﨑 

10 火 前田純 河野 佐尾山 辻 佐尾山 河野     河野 

11 水 岸 多田羅 佐尾山 濱田 岸       多田羅 

12 木 佐尾山 多田羅   辻 佐尾山   隈元   山田 

13 金 前田隆 多田羅   辻 佐尾山     鈴木一   

14 土 前田純 鈴木康   濱田 前田純       桑原 

15 日 休 診（日直 桑原） 高橋邦 

16 月 前田純 前田隆 吉田 濱田 前田純 多田羅     竹﨑 

17 火 前田純 河野 佐尾山 辻 佐尾山 河野     河野 

18 水 岸 多田羅 佐尾山 濱田 岸       多田羅 

19 木 佐尾山 多田羅   辻 佐尾山   隈元   山田 

20 金 前田隆 多田羅   辻 佐尾山     鈴木一 藤原 

21 土 前田純 鈴木康   濱田 前田純       桑原 

22 日 休 診（日直 桑原） 山本 

23 月 前田純 前田隆 吉田 濱田 前田純 多田羅     竹﨑 

24 火 前田純 河野 佐尾山 辻 佐尾山 河野     河野 

25 水 岸 多田羅 佐尾山 濱田 岸       多田羅 

26 木 佐尾山 多田羅   辻 佐尾山   隈元   坂本 

27 金 前田隆 多田羅 佐尾山 辻 佐尾山       藤原 

28 土 前田隆 鈴木康   濱田 前田隆     谷口 堀尾 

29 日 当番医(内科：堀尾 ・小児科：辻) 当番医(内科：堀尾 ・小児科：濱田) 宮地 

30 月 前田純 前田隆 吉田 濱田 休診（日直 前田純）   廣野 

31 火 休 診（日直 廣野） 廣野 

 

師
走
に
入
り
何
か
と
気
ぜ
わ
し

い
日
々
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

本
日
の
新
聞
に
よ
り
ま
す
と
、
全

世
界 

ヶ
国
地
域
の 

歳
を
対
象

に
２
０
１
８
年
実
施
の
学
習
到
達

度
調
査

（Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
の
結
果
を
公

表
し
ま
し
た
。
日
本
の
高
校

一
年
生

の
読
解
力
は 

位
で
、
８
位
だ
っ
た 

年

の
前
回
調
査
か
ら
低
下
し
て

お
り
、
点
数
も 

点
下
が
り
、
上
位

国
と
の
差
が
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。

低
下
は
２
回
連
続
だ
そ
う
で
す
。
文

部
科
学
省

の
担
当
者
は
そ
の
結
果

に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
お
り
、
原
因

と
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
会
員

制
交
流
サ
イ
ト

（Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
の
普
及

で
、
読
み
書
き
な
ど
が
「短
文
中
心
」

に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
中
高
生
の

多
く
が
、
教
科
書
を
正
確
に

「読
め

て
い
な
い
」
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

さ
て
、
来
年
の
東
京
五
輪

・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
閉
会
式
や
陸
上

競
技
な
ど
の
会
場
と
な
る
国
立
競

技
場
が 

月 

日
完
成
し
ま
し
た
。

木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

っ
た

「和
」

の
趣
向
が
巡
ら
さ
れ
た
建
物
だ
そ

う
で
す
。
整
備
費
は
１
５
６
９
憶
円

で
年
間
維
持
費
は 

憶
円
か
か
る

そ
う
で
す
。
天
井
は
開
閉
式
で
な
い

た
め
、
雨
天
で
の
利
用
が
制
限
さ
れ

る
た
め
、
利
用
回
数
が
フ
ル
使
用
と

な
ら
ず
、
維
持
費
の
問
題
が
あ
る
よ

う
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
後
の
利

用
率
が
心
配
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
た
だ
周
囲
の
再
開
発
計
画
が
あ

る
よ
う
で
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
空
間

に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。 
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脳
と
膀
胱

（尿
道
）
を
結
ぶ
神
経
の
ト
ラ
ブ

ル
で
起
こ
る

「神
経
因
性
」
の
も
の
と
、
そ
れ

以
外
の
原
因
で
起
こ
る

「非
神
経
因
性
」
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。 

【神
経
因
性
過
活
動
膀
胱

（神
経
の
ト
ラ
ブ
ル

が
原
因
）
】 

 

脳
卒
中
や
脳
梗
塞
な
ど
の
脳
血
管
障
害
、
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
の
脳
の
障
害
、
脊
髄
損
傷

や
多
発
性
硬
化
症
な
ど
の
脊
髄
の
障
害
の
後

遺
症
に
よ
り
、
脳
と
膀
胱

（尿
道
）
の
筋
肉
を

結
ぶ
神
経
の
回
路
に
障
害
が
起
き
る
と
、
信
号

の
や
り
と
り
が
正
常
に
働
か
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
膀
胱
に
尿
が
少
し
し
か
溜
ま
っ
て

い
な
く
て
も
尿
を
出
そ
う
と
し
た
り
、
「締
め

る
」
「緩
め
る
」
の
連
携
が
う
ま
く
働
か
な
か

っ
た
り
し
て
、
過
活
動
膀
胱
の
症
状
が
出
る
の

で
す
。 

【非
神
経
因
性
過
活
動
膀
胱

（神
経
ト
ラ
ブ
ル

と
は
関
係
な
い
原
因
）
】 

○
前
立
腺
肥
大
症
が
関
連
し
た
も
の 

前
立
腺
肥
大
症
な
ど
で
尿
が
出
に
く
い
状

態

（下
部
尿
路
閉
塞
）
が
続
く
と
、
排
尿
の
た

び
に
、
出
に
く
い
尿
を
な
ん
と
か
出
そ
う
と
が

ん
ば
る
膀
胱
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
た
結
果
、
膀
胱
の

筋
肉
が
異
常
を
き
た
し
、
少
し
の
刺
激
に
も
過

敏
な
反
応
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
過
活
動
膀
胱 

 
【薬
物
療
法
】 

膀
胱
の
収
縮
を
抑
え
て
、
尿
意
切
迫
感
も
改

善
す
る
薬
で
す
。
膀
胱
の
筋
肉
を
ゆ
る
め
、
膀

胱
が
勝
手
に
収
縮
し
て
し
ま
う
の
を
抑
え
て
、

尿
を
溜
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

【行
動
療
法
】 

①
生
活
指
導 

１
日
の
尿
量
に
合
わ
せ
て
過
剰
な
水
分
摂

取
を
控
え
た
り
、
カ
フ
ェ
イ
ン
の
摂
取
を
控
え

る
な
ど
、
日
常
生
活
を
見
直
す
こ
と
は
頻
尿

・

切
迫
性
尿
失
禁
の
改
善
す
る
上
で
大
切
で
す
。 

②
膀
胱
訓
練

（尿
を
溜
め
る
練
習
） 

膀
胱
訓
練
は
少
し
ず

つ
排
尿
間
隔
を
延
長

す
る
こ
と
に
よ
り
膀
胱
容
量
を
増
加
さ
せ
る

訓
練
法
で
す
。
尿
が
溜
ま
っ
て
い
な
い
状
態
で

ト
イ
レ
を
気
に
す
る
よ
う
に
な
る
と
膀
胱
が

尿
を
溜
め
れ
な
い
状
態
に
な

っ
て
し
ま
う
た

め
、
尿
を
膀
胱
に
溜
め
る
練
習
も
必
要
で
す
。 

③
骨
盤
底
筋
体
操 

骨
盤
の
底
に
あ
る
筋
肉
を
鍛
え
る
体
操
で
、

腹
圧
性
尿
失
禁
だ
け
で
な
く
、
切
迫
性
尿
失
禁

に
も
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

方
法
は
、
お
し
っ
こ
を
し
て
い
て
、
途
中
で

お
し
っ
こ
を
止
め
る
時
の
よ
う
に
８
秒
間
力

を
入
れ
ま
す
。 

最
低
３
ヶ
月
は
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
１
日
に
何
度
も
や
り
す
ぎ
る
と
膀
胱
が

正
常
に
働
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
注

意
が
必
要
で
す
。 

 

 

過
活
動
膀
胱
と
は 

治
療 

検
査
と
診
断 

原
因 

問
診
や
簡
単
な
質
問
用
紙
を
使

っ
て
症
状

を
把
握
し
ま
す
。
尿
検
査
や
超
音
波
検
査
な
ど

の
検
査
に
よ
っ
て
、
感
染
症(

膀
胱
炎
な
ど)

や 

過
活
動
膀
胱
は

「急
に
我
慢
で
き
な
い
よ
う

な
尿
意
が
起
こ
る
」
「ト
イ
レ
が
近
い
」
「急
に

ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
り
、
我
慢
が
で
き
ず
尿

が
漏
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
」
な
ど
の
症
状

を
示
す
病
気
で
、
男
性
で
は
前
立
腺
肥
大
症
の

あ
る
人
の 

～ 

％
に
は
過
活
動
膀
胱
の
症

状
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。 

症
状 

〇
急
に
尿
意
を
も
よ
お
し
、
も
れ
そ
う
で
我
慢 

で
き
な
い

（尿
意
切
迫
感
） 

 

〇
ト
イ
レ
が
近
い

（頻
尿
）
、
夜
中
に
何
度
も

ト
イ
レ
に
起
き
る

（夜
間
頻
尿
） 

人
が
ト
イ
レ
へ
行
く
回
数
は
、
日
中
で
５
～

７
回
、
寝
て
い
る
間
は
０
回
が
正
常
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

日
中
８
回
以
上
ト
イ
レ
に
行
き
、

夜
間
も
１
回
以
上
お
し
っ
こ
の
た
め
に
起
き

る
よ
う
な
ら
、
そ
れ
は
頻
尿

（夜
間
頻
尿
）
と

言
え
ま
す
。 

〇
急
に
尿
を
し
た
く
な
り
、
ト
イ
レ
ま
で
が
ま

ん
で
き
ず
も
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

（切
迫

性
尿
失
禁

（尿
も
れ
）
） 

尿
意
切
迫
感
だ
け
で 

な
く
、
場
合
に
よ
っ
て 

は
ト
イ
レ
ま
で
我
慢
で 

き
ず
に
尿
が
漏
れ
て
し 

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

尿
路
結
石
、
前
立
腺
肥
大
症
、
癌
な
ど
の
膀
胱

の
特
殊
な
病
気
の
存
在
が
除
外
さ
れ
れ
ば
、
過

活
動
膀
胱
と
診
断
し
て
治
療
を
始
め
ま
す
。 

過
活
動
膀
胱
の
診
断
や
重
症
度
を
評
価
す

る
に
は

「過
活
動
膀
胱
症
状
質
問
票
」
を
使
用

し
ま
す
。 

質
問
３
の
点
数
が
２
点
以
上
で
、
全
質
問
の

総
合
点
数
が
３
点
以
上
で
あ
れ
ば
過
活
動
膀

胱
と
診
断
さ
れ
ま
す
。 

総
合
点
数
が
、
５
点
以
下
は
軽
症
、
６
～ 

 

点
は
中
等
症
、 

点
以
上
は
重
症
と
判
定
さ 

れ
ま
す
。 

 

 

河田
か わ た

 宗一郎
そういちろう

（総務） 

今年の 10月よりこくぶんじ荘から前田病院総務に異動になりました河田宗一郎

と申します。 

入社してはや 2 年が経ちますがまだまだ知識、経験共に乏しく至らない点も多々

あるかとは存じますが皆様の業務が円滑に進むよう精一杯頑張ります。 

どうぞよろしくお願い致します。 

 

50 

75 
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が
起
き
ま
す
。 

○
骨
盤
底
筋
の
ト
ラ
ブ
ル

（女
性
に
多
い
） 

女
性
の
場
合
、
加
齢
や
出
産
に
よ
っ
て
、
膀

胱

・
子
宮

・
尿
道
な
ど
を
支
え
て
い
る
骨
盤
底

筋
が
弱
く
な

っ
た
り
傷
ん
だ
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
排
尿
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
過
活
動
膀
胱
が
起

き
ま
す
。 
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ビタミンＣ豊富で消化を助け胃もたれや殺菌作用がある『大根』 
 

給食 

【作り方】 

①大根は食べやすい大きさに切る。②耐熱ボウルに入れて、水（分量外）を少量加え、ふんわりと

ラップをし、レンジ 500W で約 10 分加熱し、軽く火を通しておく。③レンジで加熱している間に◎を

混ぜ合わせておく。④長ネギをみじん切りにする。⑤豚肉を食べやすい大きさに切って、塩コシ

ョウをふる。⑥フライパンに、弱めの中火くらいでマヨネーズを熱し、長ネギを加えて炒め、さらに

豚肉を加えて中火で炒める。⑦肉の色が変わったら、水気をしっかり切った②の大根を加えて

炒め、混ぜ合わせておいた◎を加えてまんべんなく炒め合わせ、少し煮絡めるくらいにフツフツ

させる。仕上げに小ネギを散らして出来上がり♪ 

●●● 

●●● 

【材料】 

大根（上部）・・・大 1/3 本、長ネギ（白い部分）・・・1/2 本、豚バラ薄切り肉・・・200ｇ、マヨネーズ・・・

大さじ 2、塩コショウ・・・適宜、小ネギ適宜、◎オイスターソース・・・大さじ 2～3、◎砂糖・・・大さじ

1、◎お湯・・・大さじ 2、◎酒・・・小さじ 1 

芝居の下手な役者を「大根役者」と言いますが、これは、大根を食べても決して食あたりしないことに「当たらない」をかけたものです。 

豚バラと大根の 

 

【豆知識】 

オイマヨ炒め 

 


